



























略記，参照記号を ED10とする）が公表され，２０１１年５月に IFRS 第１０号
「連結財務諸表」として基準化が完了している。さらに，２００９年４月には，
金融資産の認識中止を取り扱う公開草案「認識の中止―IAS 第３９号と











































わち「支配企業モデル (controlling entity model)」，「共通支配モデル (common




























































８） SIC 第１２号は IFRS 第１０号の適用に伴い廃止される。
９） SIC 第１２号では，企業と SPE との関係の実質に照らして支配の有無を評価
すべきものとされていた (SIC12, par.10)。すなわち，(a) 実質的に，SPE の
活動が，企業の特定の事業上の必要に従ってその企業のために行われ，それ
によりその企業が SPE の運営から便益を獲得しているかどうか，(b) 実質的
に，企業が，SPE の活動から便益の大半を獲得する意思決定の力を有する
か，あるいは「自動操縦」の仕組みを設定することによって，これらの意思




























１０） 例えば次のような批判に対応するものとされている (ED10, pars.BC7-BC16)。





























と (ED10, par.BC102) をいう。例えば，特定の債権に限って保有が認めら














































































































































⑥ 実質的にすべてのリスクと経済価値を移転したか Yes 認識の中止
No
⑦ 実質的にすべてのリスクと経済価値を保持しているか Yes 認識を継続
No
















































れている金額が限定的であることを反映すること (IAS39, par.BC67) にある
とされる。IAS 第３９号のこうした考え方に準拠した場合における設例１
の契約時の仕訳を示すならば次の通りである。
（借）貸付金の劣後残余持分 １，０００ （貸）貸付金 １０，０００
現 金 預 金 ９，０００
引き続き，SPE を介した証券化のケースを検討する。
設例２ （筆者作成）
A 社は証券化を目的として SPE を組成し，期間５年の貸付金ポート
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